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発
智
・
大
毘
婆
沙
論
に
お
け
る
世
第
一
法
説
の
一
考
察
桝
田
善
夫
発
智
論
に
於
け
る
項
目
の
中
に
は
、
諸
部
派
間
に
於
い
て
見
解
を
種
々
異
に
し
た
も
の
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
続
く
註
釈
書
大
毘
婆
沙
論
か
ら
知
ら
れ
る
。
此
等
の
異
な
る
見
解
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
発
智
論
を
取
り
巻
く
時
代
の
思
想
状
況
を
解
明
す
る
こ
と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
後
代
で
の
大
毘
婆
沙
論
の
教
学
的
役
割
り
を
探
る
こ
と
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
等
の
中
で
世
第
一
法
説
と
そ
れ
を
巡
る
問
題
を
課
題
と
し
て
択
び
、
有
部
阿
毘
達
磨
思
想
史
開
明
の
指
針
の
一
つ
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
説
一
切
有
部
は
、
修
行
道
の
体
系
を
先
ず
順
解
脱
分
の
五
停
心
・
別
相
念
住
・
総
相
念
住
の
三
賢
、
順
決
択
分
の
煖
・
頂
・
忍
・
世
第
一
法
の
四
善
根
、
そ
し
て
見
道
・
修
道
の
預
流
・
一
来
・
不
還
・
阿
羅
漢
向
の
有
学
道
、
阿
羅
漢
果
の
無
学
道
へ
と
修
道
位
を
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
今
問
題
と
す
る
世
第
一
法
(
la
u
k
ik
a
-a
g
ra
-d
h
a
r
m
a
)
は
、
正
性
離
生
(
sa
m
y
a
k
tv
a
-n
iy
a
m
a
)
と
昌一肖
わ
れ
、
有
漏
な
る
異
生
位
か
ら
無
漏
な
る
聖
位
に
入
る
世
界
超
越
に
於
け
る
人
間
存
在
の
最
終
的
場
面
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
諸
部
派
間
に
種
々
異
な
る
見
解
の
交
さ
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
発
智
論
は
、
次
の
一
文
中
に
異
説
を
出
す
。
0「
云
何
世
第
一
法
。
答
若
心
心
所
法
。
為
等
無
間
。
入
正
性
離
生
。
是
謂
世
第
一
法
。
有
作
是
説
。
若
五
根
為
等
無
間
。
入
正
性
離
生
。
是
謂
世
第
一
法
。
L
註
釈
書
な
る
大
毘
婆
沙
論
に
於
い
て
は
、
こ
の
異
説
を
舊
阿
毘
達
磨
論
者
の
説
と
す
る
。
付
加
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、
分
別
論
者
の
以
下
の
見
解
を
破
す
る
為
に
説
か
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
「謂
分
別
論
者
執
ニ1I1Q等
五
根
唯
是
無
漏
輔
一
切
異
生
悉
不
二
成
就
ご
先
の
異
説
の
舊
阿
毘
達
磨
論
者
説
が
、
「為
レ
遮
二
彼
(
分
別
論
者
)
意
一故
舊
阿
毘
達
磨
者
説
。
世
第
一
法
以
二
五
根
一為
二
自
性
輔
世
第
一
法
在
二
異
生
身
司
故
知
五
根
亦
通
二
有
漏
異
生
ご
と
し
て
分
別
論
者
と
対
立
し
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
内
容
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
分
別
論
者
の
説
に
つ
い
て
は
、
異
部
宗
輪
論
中
の
説
一
切
有
部
が
「
世
間
信
根
有
り
」
と
す
る
の
に
対
立
し
た
大
衆
部
・
化
地
部
の
「世
間
信
根
無
し
」
に
同
ず
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
が
、
発
智
論
の
異
説
、
つ
ま
り
大
毘
婆
沙
論
中
の
舊
阿
毘
達
磨
論
者
の
説
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
経
部
と
犢
子
部
の
説
を
大
毘
婆
沙
論
か
ら
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②「
或
説
。
此
是
経
部
所
説
。
謂
経
部
師
。
亦
為
レ
遮
コ
遺
分
別
論
者
。
如
レ
前
所
執
一故
作
二是
言
輔
世
第
一
法
五
根
為
レ
性
。
非
二
唯
爾
所
こ
③「
有
説
。
此
是
犢
子
部
宗
。
彼
部
師
執
世
第
一
法
信
等
五
根
以
為
二
自
性
司
唯
此
五
根
是
自
性
善
。
余
雑
レ
此
故
。
亦
得
二
善
名
司
由
二此
五
根
一建
訓
立
一
切
賢
聖
差
別
一不
レ
由
二
餘
根
こ
こ
の
二
説
は
、
分
別
論
老
と
の
経
典
理
解
の
相
違
か
ら
対
立
し
た
見
解
と
な
っ
た
こ
と
が
大
毘
婆
沙
論
か
ら
読
み
と
れ
る
。
又
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
を
補
っ
て
み
る
と
分
別
論
者
と
応
理
論
者
の
対
立
が
大
毘
婆
沙
論
で
明
確
に
な
る
が
、
分
別
論
者
が
、
④「
分
別
論
者
作
二如
レ
是
言
鱒
此
中
根
名
説
二
所
依
處
一不
レ説
二根
體
鱒
於
レ
我
何
違
。
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
応
理
論
者
が
、
　
0「
彼
(
分
別
論
者
)
此
二
経
根
聲
不
レ
異
。
一
謂
根
體
。
一
謂
所
依
。
非
二
所
極
成
鱒
是
自
妄
執
。
故
定
應
レ許
三
信
等
五
根
亦
通
二有
漏
ご
⑥「
彼
経
一
向
説
二
無
漏
一者
。
所
以
者
何
。
依
二
無
漏
根
一建
三
立
聖
老
有
二
差
別
一故
。」
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
対
立
す
る
内
容
の
一
端
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
、
発
智
論
の
異
説
は
、
大
毘
婆
沙
論
・
舊
訳
毘
婆
沙
論
か
ら
、
舊
阿
毘
達
磨
者
と
呼
ば
れ
、
応
理
論
者
・
経
部
・
犢
子
部
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
発
智
論
本
論
が
唯
一
の
心
心
所
法
な
る
精
神
的
作
用
上
、
正
性
離
生
に
入
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
肉
体
的
能
力
な
る
信
・
勤
・
念
・
定
・
慧
の
五
根
に
依
る
と
し
て
大
き
な
相
違
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
註
釈
書
大
毘
婆
沙
論
に
正
統
有
部
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
応
理
論
者
が
発
智
論
の
異
説
側
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
分
別
論
者
と
の
関
係
上
、
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
0
次
に
、
そ
の
様
な
関
係
が
問
題
と
な
る
二
例
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
例
は
、
木
村
泰
賢
博
士
の
体
系
付
け
で
言
え
ぽ
、
「第
一
編
雑
蘊
、
第
三
章
個
體
の
流
轉
と
還
滅
と
に
関
す
る
論
究
、
第
二
十
四
節
解
脱
心
の
本
性
に
就
て
、
並
び
に
心
性
本
浄
論
に
対
す
る
批
評
」
に
於
い
て
で
あ
る
。
先
ず
発
智
論
の
こ
の
個
処
の
立
論
理
由
と
し
て
、
大
毘
婆
沙
論
は
、
分
別
論
者
の
「
心
本
性
清
浄
客
塵
煩
悩
所
二
染
汚
一故
相
不
二
清
浄
ご
と
す
る
心
性
本
浄
説
を
破
す
る
為
に
説
い
た
と
し
て
い
る
。
続
く
発
智
本
論
の
文
中
、
吻
如
三
世
尊
説
二
心
解
脱
貪
瞋
癡
↓
何
等
心
得
二解
脱
凶
有
貪
瞋
癡
心
耶
。
離
貪
瞋
癡
心
耶
。
答
離
貪
瞋
癡
心
得
二
解
脱
司
…
…
有
作
二
是
説
司
貪
瞋
癡
相
應
心
得
二解
脱
司
…
…
」
こ
の
異
説
に
つ
い
て
大
毘
婆
沙
論
は
分
別
論
者
と
し
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
貪
瞋
癡
は
六
随
眼
中
の
煩
悩
で
あ
る
か
ら
、
例
え
ぽ
離
阿
毘
曇
心
論
巻
四
に
、
随
眠
に
つ
い
て
⑧「
問
彼
使
為
心
相
應
為
不
相
應
。
此
何
所
疑
。
二
師
異
説
故
。
毘
婆
閣
婆
提
。
欲
令
不
相
應
。
育
多
婆
提
。
欲
令
相
應
。」
と
説
く
と
こ
ろ
か
ら
、
毘
婆
闍
婆
提
(
V
ib
h
aj
y
a
-v
�
d
in
)
な
る
分
別
論
老
は
発
智
論
本
論
と
同
説
と
な
り
、
育
多
婆
提
(
Y
u
k
ta
-v
�
d
in
)
な
る
応
理
論
者
は
異
説
と
同
一
に
な
る
の
で
あ
る
。
又
、
こ
の
分
別
論
者
の
説
は
、
大
毘
婆
沙
論
中
に
於
い
て
、
⑨「
分
別
論
者
又
説
随
眠
是
纒
種
子
。
随
眠
自
性
心
不
相
應
。
諸
纒
自
性
与
レ
心
相
應
。
纒
従
二
随
眠
生
ご
と
す
る
こ
と
は
、
異
部
宗
輪
論
で
は
、
化
地
部
・
大
衆
部
説
に
同
ず
る
が
、
説
一
切
有
部
は
、
「
一
切
の
随
眠
は
皆
是
れ
心
所
な
り
。
心
と
相
應
す
。」
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
応
理
論
者
と
同
じ
く
発
智
論
中
の
異
説
側
に
立
つ
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
例
は
、
「
第
一
編
、
第
四
章
、
第
十
三
節
涅
槃
と
学
・
無
学
・
非
二
学
と
の
関
係
に
就
て
」
に
於
け
る
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
発
智
・
八
健
度
論
の
違
い
の
一
つ
と
し
て
八
健
度
論
の
国
訳
者
や
西
義
雄
博
士
が
論
文
「有
部
宗
内
に
於
け
る
発
智
系
・
非
発
智
系
等
の
諸
種
の
学
説
及
び
学
統
の
研
究
」
で
指
摘
さ
れ
、
河
村
孝
照
博
士
が
著
書
『
阿
毘
達
磨
論
書
の
資
料
的
研
究
』
で
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。
発
智
本
論
に
於
い
て
、
⑩「
涅
槃
當
レ
言
レ学
耶
無
学
耶
非
学
非
無
学
耶
。
答
涅
槃
應
レ
言
二
非
学
非
無
学
司
有
作
二是
説
↓
涅
槃
有
レ
学
有
二無
学
一有
二
非
学
非
無
学
∵
-
…
」
と
し
て
い
る
が
、
大
毘
婆
沙
論
は
こ
の
異
説
を
犢
子
部
と
説
明
し
て
い
る
。
以
下
に
続
く
論
争
を
識
身
足
論
の
補
特
伽
羅
蘊
「
三
学
と
補
特
伽
羅
」
と
重
ね
て
考
察
し
た
場
合
、
特
相
の
上
で
多
く
の
共
通
点
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
識
身
足
論
の
補
特
伽
羅
論
者
は
三
学
補
特
伽
羅
を
許
し
て
、
学
法
無
学
法
非
学
非
無
学
法
の
存
在
も
認
め
る
の
に
対
し
て
、
性
空
論
者
は
「諸
法
性
有
等
有
。
由
二想
等
想
一恨
説
二
有
情
ご
と
す
る
が
、
分
別
論
者
の
二
説
を
分
け
な
い
立
場
の
大
毘
婆
沙
論
別
誦
説
・
八
健
度
論
説
に
従
っ
て
、
性
空
論
者
と
分
別
論
者
、
応
理
論
者
と
補
特
伽
羅
論
者
と
を
重
ね
て
理
解
し
た
場
合
、
結
論
だ
け
が
入
れ
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
外
は
不
都
合
を
お
こ
さ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
言
え
ば
、
大
毘
婆
沙
論
に
出
て
く
る
西
方
諸
師
の
九
果
説
が
、
雑
阿
毘
曇
心
論
巻
九
に
於
い
て
は
応
理
論
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
統
有
部
と
は
言
え
な
い
も
の
を
残
し
て
い
る
。
O
次
に
、
こ
の
二
例
に
依
っ
て
示
さ
れ
た
分
別
論
者
側
の
問
題
に
対
し
て
、
時
代
は
下
が
る
が
、
き
わ
め
て
示
唆
に
な
る
説
明
が
世
親
の
仏
性
論
中
「
小
乗
に
於
け
る
仏
性
の
有
無
」
の
分
別
論
者
と
説
一
切
有
部
に
つ
い
て
の
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
⑪「
小
乗
諸
部
。
解
執
不
レ
同
。
若
依
二
分
別
部
説
↓
一
切
凡
聖
衆
生
。
並
以
レ空
為
二其
本
司
所
以
凡
聖
衆
生
。
皆
従
レ空
出
故
。
空
是
仏
性
。
仏
性
者
即
大
涅
槃
。
若
依
二
毘
曇
薩
婆
多
等
諸
部
説
一者
。
則
一
切
衆
生
。
無
レ
有
二
性
得
仏
性
輔
但
有
二
修
得
仏
性
こ
ご
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
分
別
部
説
は
、
第
一
例
の
心
性
本
浄
説
と
共
通
す
る
説
と
言
え
る
。
又
、
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
薩
婆
多
と
は
、
大
毘
婆
沙
論
の
世
第
一
法
の
説
明
の
中
、
⑫「
説
三
現
世
有
二作
用
一者
。
唯
有
二
一
心
一非
レ説
二
一
切
一説
三
一
切
実
有
二多
心
幻
未
来
世
中
有
二
多
品
類
こ
と
説
明
す
る
個
所
や
、
又
他
の
個
所
の
説
明
、
⑬「
顕
丙
定
実
有
二過
去
未
来
司現
在
能
修
乙未
来
善
法
ゆ
謂
現
在
世
勝
善
為
レ
因
。
引
コ
起
未
来
諸
善
法
得
∵
:
…
現
在
唯
有
二
一
刹
那
一未
来
修
二無
量
刹
那
司
現
在
或
唯
有
二有
漏
心
心
所
法
弔
未
来
修
二
有
漏
無
漏
心
心
所
法
鱒
或
現
在
唯
有
二
無
漏
心
心
所
法
輔未
来
修
二
無
漏
有
漏
心
心
所
法
ご
又
、
分
別
論
者
に
対
す
る
論
争
で
、
⑭「
謂
或
有
説
。
無
二未
来
修
司
或
有
説
。
聖
道
是
無
為
。
或
有
説
。
聖
道
是
一
。
為
丁
止
二
彼
立墨
顕
レ
有
二
未
来
修
鱒
亦
顕
丙
聖
道
是
有
為
而
非
乙是
一
㈱
故
作
二
斯
論
ご
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
大
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
説
一
切
有
部
の
教
学
的
立
場
が
明
確
に
理
解
さ
れ
得
9
る
こ
と
に
な
る
。
又
、
八
健
度
論
で
は
、
旧
訳
毘
婆
沙
論
と
同
じ
く
世
第
一
法
に
つ
い
て
、
⑮
、
、
、
「
云
何
世
間
第
一
法
。
答
日
。
諸
心
心
法
次
第
越
次
取
證
。
此
謂
世
間
第
一
法
。
......」
と
し
て
、
心
心
法
が
複
数
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
異
部
宗
輪
論
の
説
一
切
有
部
説
や
発
智
本
論
の
⑯「
世
第
一
法
當
レ
言
二
一
心
多
心
一耶
。
答
応
レ
言
一二
心
こ
の
世
第
一
法
唯
一
心
の
根
本
問
題
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
又
補
特
伽
羅
非
前
非
後
二
心
倶
生
説
に
⑰
も
落
ち
る
こ
と
な
る
。
こ
の
様
な
他
の
例
は
、
拙
稿
の
参
照
を
請
う
。
0
以
上
、
世
第
一
法
説
に
出
て
く
る
問
題
を
、
諸
部
派
と
の
関
係
の
中
で
考
察
し
た
が
、
こ
こ
で
提
出
し
た
分
別
論
者
と
応
理
論
者
と
の
関
係
を
新
た
な
問
題
提
示
と
う
け
と
め
て
、
有
部
阿
毘
達
磨
の
歴
史
的
側
面
と
教
学
的
側
面
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
一
指
針
と
も
な
れ
ぽ
と
考
え
て
事
例
に
従
っ
た
自
己
の
見
解
の
一
端
を
披
瀝
し
た
。
又
、
さ
ら
に
は
今
後
予
想
さ
れ
う
る
浄
土
教
の
往
生
思
想
と
正
性
離
生
の
関
連
も
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ぽ
、
尚
別
な
場
面
で
の
世
第
一
法
説
の
展
開
が
期
待
で
き
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
註
①
大
正
27
巻
7
b
②
大
正
27
巻
8
b
③
大
正
27
巻
8
b
④
大
正
27
巻
8
b
⑤
大
正
27
巻
8
a
⑥
大
正
27
巻
8
a
⑦
大
正
27
巻
蜘
c
⑧
大
正
28
巻
餅
b
⑨
大
正
27
巻
跚
a
⑩
大
正
27
巻
嫻
a
⑪
大
正
31
巻
術
c
⑫
大
正
27
巻
10
b
⑬
大
正
27
巻
珮
c
⑭
大
正
27
巻
鵬
a
⑮
大
正
ま
巻
m
c
⑯
大
正
27
巻
20
c
⑰
印
度
学
仏
教
学
研
究
三
十
巻
第
二
号
「新
旧
両
毘
婆
沙
論
に
於
け
る
一
二
一
の
相
違
点
に
つ
い
て
」
。
観
徹
と
浄
土
曼
荼
羅
松
永
知
海
観
徹
(
一
六
五
七
ー
1
七
111
1
)
は
、
円
蓮
社
義
誉
浄
覚
真
阿
と
号
し
、
鎌
倉
光
明
寺
第
五
十
八
世
と
な
っ
た
江
戸
期
浄
土
宗
を
代
表
す
る
学
僧
の
一
人
で
あ
る
。
彼
の
主
著
『
浄
土
三
部
経
合
讃
』
0
が
簡
潔
明
快
に
書
か
れ
、
後
学
の
指
針
と
し
て
な
が
く
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
そ
れ
は
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
観
徹
と
浄
土
曼
荼
羅
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
②
か
れ
の
伝
記
は
、
没
後
八
年
し
て
著
わ
さ
れ
た
『
現
証
往
生
伝
』
(
以
下
"
伝
記
"
と
略
す
)
に
お
う
ぎ
詳
し
い
。
彼
は
明
暦
三
年
に
京
都
で
生
ま
れ
た
。
十
五
歳
の
時
関
東
に
遊
学
し
て
、
諸
宗
の
蹟
に
達
　
し
、
雲
臥
に
招
か
れ
て
小
金
東
漸
寺
の
学
頭
と
な
る
。
正
徳
二
年
(
五
五
歳
)
に
江
戸
崎
大
念
寺
、
享
保
五
年
(
六
三
歳
)
に
水
戸
常
福
寺
、
同
十
一
年
(
六
九
歳
)
鎌
倉
光
明
寺
へ
と
檀
林
を
歴
住
し
、
同
十
六
年
(
七
四
歳
)
に
没
す
る
。
伝
記
に
は
こ
の
間
、
日
課
念
仏
を
よ
く
修
し
、
盛
年
の
頃
よ
り
日
課
念
仏
一
万
遍
、
怠
る
こ
と
が
な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
彼
と
浄
土
曼
荼
羅
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
伝
記
に
、
同
シ
+
六
年
・
驫
謗
智
光
蕩
三
変
相
・
合
讃
譱
㌔
と
あ
る
記
述
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
変
相
の
合
讃
は
す
で
に
正
徳
二
年
に
『
智
光
清
海
曼
荼
羅
合
讃
』
二
巻
と
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
も
と
に
講
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
ぜ
亡
な
る
年
に
二
変
相
合
讃
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
伝
記
に
つ
ぎ
の
文
が
あ
る
。
衆
二
対
シ
テ
云
ク
。
我
レ
今
年
ハ
西
帰
ノ
年
ナ
リ
。
斯
終
身
ノ
結
講
ナ
リ
、
ト
テ
毎
日
臨
終
正
念
、
同
生
極
楽
ト
回
願
セ
シ
メ
ラ
ル
。
初
春
以
来
念
頃
ナ
ル
人
ニ
ハ
斯
云
テ
永
訣
ヲ
取
レ
リ
。
預
メ
命
畑期
ヲ
知
ル
ニ
ヤ
ト
後
二
思
ヒ
合
ス
ル
コ
ト
多
シ
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
徹
は
そ
の
死
期
が
近
づ
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、
終
身
の
結
講
と
し
て
こ
の
二
変
相
を
講
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
O
⑤
『国
書
総
目
録
』
著
者
別
索
引
に
よ
れ
ば
、
観
徹
の
著
書
は
九
部
十
九
巻
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
に
浄
土
三
部
経
関
係
・
五
重
関
係
・
戒
関
係
の
著
書
と
な
ら
ん
で
、
『
智
光
清
海
二
曼
荼
羅
合
讃
』
二
巻
が
あ
る
。
そ
れ
ら
二
曼
荼
羅
に
当
麻
曼
荼
羅
を
加
え
て
浄
土
三
曼
荼
羅
と
い
う
が
、
な
ぜ
観
徹
は
智
光
と
清
海
と
の
曼
荼
羅
に
限
っ
て
解
説
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
『智
光
清
海
二
曼
荼
羅
合
讃
』
の
自
跋
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
